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利
用
を
高
め
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
、
加
工
品
の
充
実
と

道
の
駅
的
な
多
角
的
な
運

営
だ
。
直
売
所
で
は
な
い

が
、
埼
玉
県
日
高
市
に
あ

る
敷
地
内
に
加
工
工
場
を

持
っ
て
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
直
売
し
、
更
に
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
や
温
泉
施
設

ま
で
を
備
え
た
リ
ゾ
ー
ト

施
設
「
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
」

は
手
本
に
な
る
。

　

東
京
農
業
の
Ｐ
Ｒ
の
工

夫
は
。

　

野
﨑　

Ｊ
Ａ
東
京
中
央

会
と
し
て
江
戸
東
京
野
菜

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
全
部
で
52
種

に
は
14
の
Ｊ
Ａ
が
あ
る

が
、
米
を
生
産
し
て
い
る

の
は
、
あ
き
が
わ
、
西
東

京
、
八
王
子
、
町
田
、
マ

イ
ン
ズ
、
西
多
摩
の
７
Ｊ

Ａ
に
な
る
。
宮
中
新
嘗
祭

に
東
京
は
米
と
粟
の
献
穀

を
担
当
し
て
い
る
が
、
米

は
７
Ｊ
Ａ
の
う
ち
西
多
摩

を
除
く
６
Ｊ
Ａ
で
順
番
で

出
し
て
い
る
。
郷
愁
を
誘

う
田
ん
ぼ
を
残
す
た
め
に

は
実
の
あ
る
取
り
組
み
が

必
要
だ
。
八
王
子
の
高
月

に
あ
る
田
ん
ぼ
で
生
産
さ

生
産
緑
地
制
度
が
で
き
て

か
ら
２
０
２
２
年
で
満
了

を
迎
え
た
。
新
た
に
特
定

生
産
緑
地
制
度
と
い
う
10

年
更
新
の
制
度
が
で
き

た
。
農
地
を
残
す
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

野
﨑　

農
地
は
野
菜
な

ど
の
収
穫
以
外
に
、
環
境

保
全
や
防
災
と
い
っ
た
公

益
的
な
機
能
を
持
つ
。
例

え
ば
大
規
模
な
災
害
が
あ

っ
た
時
に
、
畑
が
周
辺
の

避
難
所
に
な
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
行
政
は
防
災

用
と
農
業
兼
用
の
井
戸
を

掘
る
場
合
に
助
成
を
し
て

い
る
。
特
定
生
産
緑
地
制

度
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
東

京
中
央
会
は
東
京
都
、
各

区
市
の
農
業
委
員
会
と
も

連
携
し
て
、
制
度
を
生
産

緑
地
所
有
者
へ
周
知
し
、

農
地
を
守
る
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
た
。そ
の
結
果
、

目
標
よ
り
も
多
く
94
％
の

農
地
が
特
定
生
産
緑
地
制

度
に
指
定
さ
れ
た
。

　

農
地
を
活
用
し
た
農
業

体
験
も
盛
ん
だ
。
都
内
で

も
農
業
公
園
が
ず
い
ぶ
ん

増
え
て
き
た
。

　

野
﨑　

農
業
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と

で
各
Ｊ
Ａ
は
あ
ぐ
り
キ
ッ

ズ
ス
ク
ー
ル
や
親
子
農
業

体
験
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
農
業
理
解
と

い
う
点
で
遊
休
農
地
を
市

民
農
園
と
し
て
貸
し
出

し
、
定
年
退
職
者
や
主
婦

た
ち
が
農
業
の
担
い
手
に

加
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
裾
野

が
広
が
る
。
地
産
地
消
の

中
で
、
飲
食
店
に
も
地
元

の
産
物
を
使
う
輪
が
広
が

れ
ば
理
想
的
だ
。

　

農
業
後
継
者
に
つ
い
て

は
。

　

野
﨑　

農
業
の
高
齢

化
、
人
手
不
足
は
社
会
問

題
だ
が
、
東
京
は
意
外
と

後
継
者
が
い
る
。
民
間
会

社
に
勤
め
て
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
で
戻
っ
て
、
親
の
後
を

継
ぐ
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多

い
。
小
平
、
三
鷹
、
小
金

井
に
は
農
地
も
あ
り
、
若

い
世
代
に
よ
る
ハ
ウ
ス
ト

マ
ト
の
研
究
会
が
あ
る
。

れ
る
米
は
、
港
区
に
あ
る

新
進
の
酒
蔵
で
東
京
の
米

と
水
で
作
る
日
本
酒
に
活

用
さ
れ
、
米
が
足
り
な
い

状
態
だ
と
い
う
。
あ
き
る

野
の
小
川
の
米
も
福
生
市

の
石
川
酒
造
で「
八
重
菊
」

の
銘
柄
で
定
着
し
て
き
て

い
る
。
流
通
を
考
え
、
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
田
ん

ぼ
を
守
る
こ
と
に
な
る
。

　

１
９
９
２
年
に
新
た
な

　

西
多
摩
に
は

青
梅
の
今
寺
や

藤
橋
、
あ
き
る

野
の
小
川
に
美

し
い
水
田
が
あ

り
、
田
植
え
や

稲
刈
り
が
体
験

で
き
る
。
東
京

の
農
地
、
作
物

に
つ
い
て
の
思

い
は
。

　

野
﨑　

都
内

　

農
地
は
野
菜
な
ど
の
収
穫
以
外
に
環
境
保
全
や
防
災
と
い
っ
た
公
益

的
な
機
能
を
持
つ
。
代
々
農
家
に
受
け
継
が
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
東
京

の
農
地
。
東
京
の
農
業
の
今
を
知
り
、
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
す
べ
き
こ
と
を
７
月
に
就
任
し
た
野
﨑
啓
太
郎
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
長

に
聞
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
25
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
岡
村
信
良
）

東
京
の
農
地
を
守
り
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

江
戸
東
京
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
化　

Ｊ
Ａ
パ
ン
も

溶
液
栽
培
で
美
味
し
い
ト

マ
ト
を
作
り
、
直
売
し
地

域
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
て

い
る
。

　

東
京
の
農
業
の
い
ち
ば

ん
の
強
み
は
、
消
費
者
が

す
ぐ
そ
ば
に
い
る
こ
と

だ
。

　

野
﨑　

農
家
は
、
消
費

者
が
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
こ

と
か
ら
地
域
住
民
と
の
関

係
性
を
大
切
に
、
農
業
を

し
て
い
る
と
思
う
。
地
元

の
消
費
者
が
農
家
の
味
方

に
な
っ
て
く
れ
て
、
そ
う

い
う
人
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
る
。
農

地
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
農

地
が
あ
り
直
売
の
あ
る
と

こ
ろ
に
越
し
て
き
た
人
が

１
番
感
じ
る
の
は
野
菜
の

味
が
違
う
と
い
う
こ
と
だ

そ
う
だ
。

　

直
売
所
の
充
実
は
大
事

だ
。

　

野
﨑　

直
売
所
は
農
家

が
集
ま
り
、
作
物
を
売

り
、
所
得
が
得
ら
れ
る
大

切
な
場
所
。
消
費
者
に
と

っ
て
は
新
鮮
で
安
心
で
安

価
な
作
物
が
求
め
ら
れ
る

場
所
だ
。
地
域
の
農
業
振

興
、
緑
の
環
境
を
守
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
視
点
か

ら
行
政
と
も
連
携
し
て
魅

力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

野﨑啓太郎ＪＡ東京中央会長に聞く

東京都信用農業協同組合を経て、1989
年、JA 西東京（当時はかすみ）に入組。
総務課長などを経て、2003 年度から常
務理事、08 年度から代表理事組合長。
23 年 7月 Ja 東京中央会会長に就任

類
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
、
金

町
コ
カ
ブ
、
奥
多
摩
ワ
サ

ビ
、
の
ら
ぼ
う
菜
な
ど
10

種
類
ほ
ど
が
生
産
さ
れ
、

流
通
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
助
成
金
が
出
る
の
で

生
産
す
る
農
家
も
増
え
て

い
る
。
中
央
会
が
音
頭
を

取
り
、
東
京
野
菜
の
会
も

で
き
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、

中
央
会
で
は
米
粉
パ
ン
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の

名
も
「
Ｊ
Ａ
パ
ン
」。
今

は
新
潟
の
米
を
使
っ
て
い

る
が
、
東
京
の
米
も
使
用

し
て
消
費
を
増
や
せ
れ
ば

い
い
。

　

農
業
の
振
興
に
は
政
策

が
大
事
だ
。

　

野
﨑　

Ｊ
Ａ
に
は
全
国

農
業
者
農
政
運
動
組
織
連

盟
と
い
う
政
治
組
織
が
あ

る
。
農
地
の
存
続
に
つ
い

て
は
相
続
税
が
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
。
農
業

倉
庫
や
農
業
用
施
設
の
土

地
は
生
産
緑
地
に
指
定
さ

れ
な
い
。
制
度
の
見
直
し

を
し
な
い
と
農
地
は
減

る
。
農
政
連
を
通
じ
て
法

律
改
正
の
要
望
を
出
し
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
は
厳
し
く
な
っ

て
お
り
、
各
Ｊ
Ａ
の
経
営

支
援
も
大
事
に
な
っ
て
く

る
。
政
治
と
の
パ
イ
プ
を

大
事
に
東
京
の
農
業
を
し

っ
か
り
守
っ
て
い
き
た

い
。

農地の存続　相続税が課題
農政連を通じて改正を要望
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